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　の葉の精油成分にっいて　日本IT大家敗o米村恵子岩田伊平

　目的才－ストラ')アのニーユーサウスウェルズ州に自生する植物　

(Tx)の葉は、完熟したノぐナザのような芳香をもつことから、食品香料新素材の開発や有

効利用を目的として、その精油成分の同定を:行っている。今回は。新たに, やや未熟なﾉく

ーナナの匂いがﾆするTas皿aia. lance万〇kta(Ti)の葉・精油成分をQC－t^SによっIて分暫

し. TXの精油成分と比較することによって、バナナ。匂いに寄与する化合物を追求し友

　方法　Tlの葉//りを細t刀してアセトンに１ヵ月浸けた。浸出演は吸引炉過し、忿液

は減圧濃縮して. 残徊加｀ら水蒸気知^法によって精油成分0.253- が得られた。精油成分
　　　　－　　　●　　　　　　　　　　　　　･-　　●fatヽG-cおよびec -MSによって分祈した．acはfused si Ilea cap/1Id-ry　w ＣOT

column( Dexsiト∂00 QC リi ﾌ.Z5m．XS0。)で，column温度は, 8）～200°C ， 3°C/m.]n

の昇温で行った。名化合物の検索は、賃量分封計Ｊ ＭＳ -DX300附属のデータ処理システ

ムＪ MA－3100によるNBSマス・スペクトル・ライブラリー・サー壹によ。た。

　結果　TXの精油成分はバナナの香りがしたが、T I の精油成分は.　Ri･ -CH2CH-CH2

キクの花の匂いがした。膚者らはすでに丁〉くの主要査気成分としT.　　　　R2･｀OCH3

m.yr‘sticiri(1^) およびeu3en.ol(かを単離同定し光辰ヽＴＩ(こは　Ｏ¬　OH

これらpKeりpropane類は含まれず. TIの主成分は1,8-cineole　　　O　　　R2

(旦), l3-pinenらoえ-p"iaei＼e,ocimene ７ｄ一加m:nene.なござその他〔ﾝyﾂﾞ京
cadinene頬などの吋2叫のsesa iterpene類が、參数検出された。　Ri　　1
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MM　シソは多量のアントシアニンを含有し，また特異な芳香を有するため，｡古くから食

品の着色や着香および薬用として利用されて来た。したがってアントシアニンと精油成分

に関する報告は多数見られるが，その他の成分については石倉(Agr. Biol.Chem., 45, 1855

(1981))によってapigeninとluteolinの誘導体が報告されているだけである。石倉の結果は，

かって報告した青ジソの成分と著しく異っているので，今回改めてシソ葉の成分を検索した。

結果と結論　シソ乾燥葉のメタノール抽出物から熱湯に転溶し，かつAmberlile XAD-2 に吸

着する物質をDCCCで分割し，11の区分を得た。第２の区分から物質II (乾燥葉の0.07% )

を。第６の区分から物質VII (0.14% )および物質Vila (0.10% )を得た。

　物質VII, mp 167-168゜，[ａ]"＋85.0°(MeOH),はUVおよび^H NMRスペク1ヽルからrosmarinic

acidと推定され，標品と比較同定した。

　物質Vila, C,4H,7O6N, mp 143-145°, [ａ]g5-29.5゜(HjO),[ａ]g5－57.4°(MeOH),はp-glucosidase

(fro｢nalmond｣により少量のbenzaldehyde｢2,4-clinitrophenylhydra2one，mp 236-237・),と青酸(フ

ェリシアナイド反応)およびglucose(TLC)と　mandelonitril (土mandelic acid, mp 113-116°，

[a)g'士0°(H2O)),を生じ，濃塩酸によってgluoose(TLC)と　D(-)-mandelic acid, mp 128-129°,

[ａ]も-145.4°(HoO),を与える事よりD(-)-mandelonitril β-D-glucopyranosideすなわちprunasin

と決定した。

　物質II, CooHayOnN，mp 193-195°,[ａ]ｒ -9.7゜(HjO),[ａ]I'-22.6°(ＭｅＯＨ),は温和な加水分解に

よって物質Vilaを与える事および1^0 NMR に基いて。(-)―mandelonitrilβ-soDhoroside　と決定

した。


